
「最近の若い医師は心疾患の疑いがあると，聴診もせず，心電図もレン
トゲン写真も見ず，まず心エコー検査を行う」とよくいわれる。確かに
心エコー検査はきわめて有用な検査であり，画像だけでなく機能まで表
現できるようになっている。高価な機器はそれなりの威力を発揮するこ
とは確かであり，有用性も高い。しかしもっと簡単な検査でも，もっと
多くの情報を得ることができるし，そのための努力も必要である。心電
図検査もその一つであり，循環器疾患の診断や治療の基本的検査である
ことに異議を唱える人はいないであろう。
4年前に小児心電図の本を上梓したところ予想以上に好評であり，出

版社から改訂新装版を出すように依頼された。小児心電図の経験の浅い
人にもよくわかるように「メモ」の欄を新設して，一目見るだけで全体
がわかるようにし，また心電図も見やすいものに改めた。

是非この本を活用され，小児循環器学はもちろんのこと，小児保健医
療全般にわたっても活躍していただきたいと祈念している。

平成 24年 3月

著者
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